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講演題目 

血液透析患者における水溶性ビタミン血中濃度と栄養指標との関連 

研究の目的、成果及び今後の展望 
(目的) 

血液透析患者の食事療法では、たんぱく質やカリウム摂取量の制限が必要であるため、肉類や魚介

類、野菜や果物などの摂取量が減少する。その結果、水溶性ビタミンや微量元素の不足により、血液

透析患者の栄養状態が悪化する可能性が指摘されている。しかし血液透析患者において、水溶性ビタ

ミンの血中濃度と栄養指標との関連をみた報告はほとんどない。そこで本検討では、水溶性ビタミン

および微量元素の血中濃度と栄養指標との関連を明らかにすることを目的として調査をおこなった。 

(結果) 

ビタミン B1およびビタミン Cの血中濃度が、BMIや上腕筋面積、下腿周囲長などの体格指標と正に

相関することが示唆された。 

(今後の展望) 

ビタミン B1 およびビタミン C の血中濃度低値が、血液透析患者の低栄養状態と関連する事が示唆

されたことから、それらの低値が、血液透析患者の予後に関与しているかの前向きの検討やビタミン

B1およびビタミン Cの日常の食事や栄養補助食品による補充強化により、血中濃度上昇および低栄養

状態改善となるかについての介入研究を検討している。これらの更なる検討により、血液透析患者の

栄養状態を含めた QOLの改善と予後の改善に寄与すると考えている。 

 

 


